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1．組織
所　長　坂東眞理子　　生活機構研究科
副所長　掛川　典子　　生活機構研究科
所　員　太田　鈴子　　文学研究科
小川　睦美　　生活機構研究科
川畑　由美　　文学研究科
岸田　依子　　文学研究科
胡　　秀敏　　日本語日本文学科
木間　英子　　初等教育学科
志摩　園子　　生活機構研究科
友野　清文　　総合教育センター
飛田　史和　　ビジネスデザイン学科
藤崎　春代　　生活機構研究科
森　ます美　　生活機構研究科
伊藤　　純　　生活機構研究科
今井　美樹　　生活機構研究科
粕谷美砂子　　生活機構研究科
金子　弥生　　文学研究科
島﨑　里子　　文学研究科
シム チュン・キャット　生活機構研究科
福田委千代　　日本語日本文学科
小野寺拓也　　歴史文化学科
本多ハワード素子　　心理学科
小森亜紀子　　現代ビジネス研究所
2．定例研究会
2015年 4 月23日：「福祉社会における女性リー ダー の
育成：プロジェクト事業と今後の方向性と課題」
 北本佳子（福祉社会学科）・若林功（福祉社会学科）
2015年 6 月25日：「女性の職業的自立と包括的キャ
リア教育・支援に関する研究」
1：キャリア教育が女子学生のキャリアデザイ
ンに及ぼす影響―昭和女子大学キャリア
科目履修者アンケ トー結果より
伊藤　純（所員）・今井美樹（所員）・ 
森ます美（所員）・坂東眞理子（所長）
2：① 昭和女子大学のインターンシップの動向 
磯野彰彦（研究員）
② インター ンシップが学生の職業意識・企業
選択・キャリア形成に及ぼす影響―アン
ケ トー調査（学生事前・事後）結果から
　粕谷美砂子（所員）・杉田あけみ（所員）
2015年 7 月16日：「女性の職業的自立と包括的キャ
リア教育・支援に関する研究」
1：昭和女子大学社会人メンター制度が女子
学生のキャリア形成に与える効果について
　　小森亜紀子（所員）・木間英子（所員）
2 ：昭和女子大学社会人メンターのキャリア構
築プロセス―社会人メンターへの面接調査
より
① 長期キャリアをもつ女性のリー ダーシップと
ネットワ クー　本多ハワ ドー素子（所員）
② 日本人女性に求められる柔軟なキャリア構
昭和女子大学
女性文化研究所彙報 
（平成 27 年度）
築力とは何か　瀬戸山聡子（特別研究員）
③ 生涯にわたる長期キャリアにおけるイン
プットとアウトプット　太田鈴子（所員）
2016年 2 月 3 日：
 「研究員・特別研究員研究報告会」
女院の信仰体験とその宗教空間―醍醐寺焰魔
王堂をめぐって　阿部美香（研究員）
3．公開講座
地域連携センター、国際交流センターとの共同主催
で下記の通り実施した。
2016年 1 月30日　 昭和女子大学オーロラホール
　テーマ： 女性は世界を変える(Women can Change 
the World !) 
　コーディネーター： 坂東眞理子 （昭和女子大学学長・
女性文化研究所長）
　パネリスト： アグネシカ・コズィラ（ワルシャワ大
学東洋学部日本学科長）
   ロイ レスミー （王立プノンペン大学日
本語学科長）
   白石和子（外務省女性・人権人道担
当兼北極担当大使）
   治部れんげ（女性文化研究所特別研究員）
   白河桃子（女性文化研究所特別研究員）
　司　会： 志摩園子（地域連携センター長、女性文
化研究所所員）
4．昭和女子大学女性文化研究賞・奨励賞
第 7 回（2014 年）「昭和女子大学女性文化研究賞・
同研究奨励賞」（坂東眞理子基金）を顕彰した。
　発　表：2015年 5 月1日
　贈呈式：2015年 5 月19日
5．文献・資料収集
　本学図書館の「女性文庫」の2015年12月末現在
における所蔵冊数は、 和図書 14,365 冊、 洋図書
4,330 冊、雑誌（和洋）317タイトルである。昨年度
掲載以降に購入したコレクションとして、和図書は、
『「婦人雑誌」がつくる大正・昭和の女性像』（ゆま
に書房）、『行動する女たちの会資料集成 編集復刻
版』（高木澄子／六花出版（発売））。洋図書は『Anti-
feminism in Edwardian lite rature』 （Edition Sy-
napse / Thoemmes Con tinuum）、『Gender and the 
environment』（Routledge） などがある。
　当研究所に直接送られてきた寄贈図書・定期刊
行物も多数あり、多くの方々の利用に供するため、
漸次「女性文庫」に移管している。
6．刊行物
『昭和女子大学女性文化研究叢書』
 第10集（2016年 2 月）
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投稿規程ならびに執筆要項
『女性文化研究所紀要』投稿規程ならびに執筆要項
＜投稿規程＞
1． 投稿資格
　　投稿資格は「女性文化研究所紀要編集委員会規定」第 8 条及び第 10 条に基づく。
2． 投稿原稿の種類
　　 投稿は、「女性文化向上」に関する論文（総説、報文を含む）、研究ノート、資料、書評、その他のいずれかとし、
未発表のものに限る。なお、下記の制限枚数は、図表、注一切を含めたものである。
　（1）論文
　　　 新しい価値ある理論・結論、あるいは事実を含むと認められるものとし、8,000 字以上 20,000 字以内（指定
の様式で A4 用紙 6 ～ 14 枚）とする。
　（2）研究ノート
　　　 論文としての十分な結論を得るに至らないが、限定された部分についての知見・発見や、新たな実験方法な
どによる速報的内容をもつものとし、12,000 字以内（指定の様式で A4 用紙 10 枚以内）とする。
　（3）資料
　　　 調査、統計、文献検索、実験などの結果の報告で研究の資料として役立つものを云い、長さは研究ノートと
同じ 12,000 字以内（指定の様式で A4 用紙 10 枚以内）である。
　（4）上記、論文、研究ノート、資料の区分は、投稿者が行うが、編集委員会が変更を求めることがある。
　（5）書評
　　　2,000 字以内（指定の様式で A4 用紙 2 枚以内）とする。
　（6）その他
　　　紹介、翻訳等であるが、投稿の申し出により、編集委員会がその都度検討する。
３． 投稿の手続き
　（1） 当該年度の紀要への投稿希望調査の際、規程の用紙に、必要事項を書いて提出する。編集委員会がこれを調
査して、あらためて連絡する。
　（2） 投稿原稿は、執筆要項にしたがって作成したものでなければならない。
　（3） 投稿原稿は、所定の表紙、要旨（執筆要項参照）、本文（注・図表を含む）とする。目次は不要。電子媒体
（CD-ROM またはメール添付ファイル等）を提出する。
　（4） 提出期日に遅れた場合は次号回しになる場合もある。
4． 原稿の審査
　　 「女性文化研究所紀要編集委員会規定」第 9 条に基づき、投稿原稿の採否は委員会が決定する。また、委員会は、
原稿の内容に従い、審査を委員以外の専門家に依頼することができる。また、委員会は、必要と認めるとき、
原稿の改訂を投稿者に求めることができる。
5． 原稿の校正
　　 投稿者校正は再校までとする。なお、この際印刷上の字句の修正以外の修正は行わない。
6． 原稿の著作権
　　 著作権（著作財産権，copyright）または著作権の一部（複製権・公衆送信権）を昭和女子大学女性文化研究所
に譲渡することを条件とする。
＜執筆要項＞
1． 執筆の形式
　（1）縦書き、横書きいずれでもよい。
　（2） 和文横書きの場合は、パーソナルコンピュータを用い、A4 判用紙に 40 字 36 行（1,440 字）で設定し、印字
できるようにする。電子媒体（CD-ROM またはメール添付ファイル等）で提出する。
　（3） 和文縦書きの場合は、パーソナルコンピュータを用い、A4 判用紙に 66 字 22 行（1,452 字）で設定し、印字
できるようにする。電子媒体（CD-ROM またはメール添付ファイル等）で提出する。
　（4） 英文その他欧文原稿は、パーソナルコンピュータを用い、A4 判用紙に半角 72 文字、34 行で印字できるよう
にする。電子媒体（CD-ROM またはメール添付ファイル等）で提出する。
2． 要旨等
　（1） 日本語論文（総説、報文を含む）の場合は、英語表題､ 英語要旨（150 語程度）をつける。また、英語要旨
用の和文（200 字程度）をつける（審査用）。この場合、英語要旨の和文は印刷されない。研究ノート、資料、
書評、その他の場合は、英語表題を付す。
　（2） 英語論文の場合は、200 字程度の日本語要旨をつける。英語以外の言語を使用する場合は、英語表題と、英語
要旨（150 語程度）の他、英語要旨の和文（200 字程度）をつける。この場合、英語要旨の和文は印刷される。
　（3）英語要旨は、各自ネイティブ・チェックを受けてから提出する。
３． 本文
　（1）大見出し、中見出し、小見出し、等の形式は、投稿者の自由とする。
　（2）原則として当用漢字、新かなづかいとするが、専門領域によってはこの限りではない。
　（3）英文書名・雑誌名は、イタリックに統一する。
　（4）文中、元号と西暦を混合して用いない。原則としてどちらか一方、あるいは両記する。
　（5）文中、欧文人名・年号等括弧書きにする場合、括弧（　）は全角で、英数文字は半角で記述する。
4． 図および表
　　 図および表は本文とは別のファイルで作成し提出する。写真（700 万画素以上）を使用する場合は、CD-ROM
で提出する。
　　 原図は刷り上がりの縦横の寸法を cm で記入し挿入箇所を白抜きして指定するか、本文の指定位置に図表を挿
入した原稿をレイアウトの参考資料として提出する。図表の枚数・大きさは、全原稿の制限スペース内に納め
ることとする。なお、特別印刷（カラー等）を希望する場合の経費は投稿者が負担する。
　　 写真・図版等の著作権処理は、執筆者が行った上で原稿に添付する。
5． 注、脚注、引用文献の記入
　　 記入の仕方は、投稿者の所属学会で慣用とされている形式を踏襲してかまわないが、本紀要は多領域の人々が
読むことを考慮して学会特有の略号等は避け、引用文献には、下記のことが含まれていることを原則とする。
　（1）雑誌論文の場合：著者名、論文名、雑誌名、巻、号、ページ，発行年
　（2）著書（編著）の場合：著者名（編著者名）、書名、出版社名、発行年
　（3） 分担執筆の場合：論文著者名、論文名、編者名、書名、出版社名、発行年（引用箇所のページは、必要に応
じてつける）ただしその順序、「　」、『　』、（　）、等の使用は各自の学会の慣例に準じて自由とする。
 （2012.6 改訂）
